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教 育 委 員 会 会 議 録

令和５年１０月

教育長 教育次長 学校教育課長 社会教育課長 会 議 ・ 区 分

定 例 会

開会場所 本庁舎３階 第２会議室 担当書記 中 上 伸 午

会議日程

自 令和５年１０月２６日（木）

１日間

至 令和５年１０月２６日（木）

出席者数 委員 ５名 出席

出席委員

教育長 長島 雅彦 委 員 岡田 三栄子

委 員 樋口 潔 委 員 酒井 英隆

委 員 佐々木 和代

欠席委員

説 明 者

教育次長兼学校教育課長 中上 伸午

学校教育課課長補佐 吉田 達雄

社会教育課長 小谷 貴儀 社会教育課主幹 加藤 晴彦

総括指導主事 髙岡 弘安

署名委員 委 員 岡田 三栄子 委 員 樋口 潔

そ の 他 【傍聴者】 なし
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会 議 に 付 し た 事 件

協 議 及 び 報 告 事 項

項 目 件 名 結 果

審議事項 議案第１４号 与謝野町文化財の指定等について

項 目 件 名

協議事項

報告事項

そ の 他

・なし

・なし

・ 学校等の適正規模適正配置に関する基本方針について

・ 今後の予定について
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教育委員会会議録

１ 日 時 令和５年１０月２６日 午後１時３０分から午後３時４５分まで

２ 場 所 本庁舎３階 第２会議室

３ 議事の大要

［長島教育長］

それでは定刻になりましたので、令和５年度第７回与謝野町教育委員会会議を開催した

いと思います。本日、会議の傍聴はありませんでした。

それでは、お配りしております日程に従いまして、会議を進行いたします。

日程第１「会議録署名委員の指名」についてでございますが、岡田委員と樋口委員にお

願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。

（両委員とも了承）

［長島教育長］

承認をいただきましたので、よろしくお願いいたします。

次に、日程第２、「確認事項」といたしまして、会議録の確認をお願いいたします。

はじめに、８月２４日に開催いたしました令和５年度第５回教育委員会会議の会議録に

つきまして、前回の委員会においてご指摘いただいた箇所について修正をさせていただい

ております。修正の通りご確認いただいたということでよろしいでしょうか。

（委員了承）

それでは、本会議終了後に署名をお願いいたします。続きまして、１０月３日に開催い

たしました令和５年度第６回教育委員会会議の会議録につきましては、修正等はあります

でしょうか。

［岡田委員］

カットしていだだきたい箇所と、文言の整理をお願いしました。

［佐々木委員］

文章の削除をお願いしましたが、内容が変わるものではありません。

［樋口委員］

私も文言の削除と一部訂正をお願いしましたが、内容が大きく変わるものではありませ

ん。よろしくお願いします。
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［長島教育長］

ご指摘の箇所を修正し、次回の教育委員会議で承認・署名いただくことといたします。

［長島教育長］

それでは、日程第３、「教育長の報告」に入らせていただきます。

本日は午前の岩滝小学校訪問を終えたばかりですが、場所を変えて引き続き第７回の教

育委員会会議にお集まりいただき、本当にお忙しい折に心より感謝を申し上げます。この

時期には園・学校訪問に加えて、各種の研修も予定されています。今週月曜日には令和５

年度の教育委員等視察研修ということで、本年度４月に「生徒が主役の学校」という目指

す学校像を掲げ開校された京都市立開建高等学校、京都の文化・学習交流の新拠点として

府立の総合資料館から生まれ変わった京都府立京都学・歴彩館を訪ねさせていただきまし

た。何れにいたしましても、例年のこととは言え、ご無理な日程となっており、恐縮する

次第でございます。

まずは新型コロナウイルス感染症をめぐる状況ですが、９月に中学校を中心に猛威を振

るった第９波もレジュメの定点把握の数字にあるように国・京都府そして丹後地域ともに

完全な収束傾向にあります。一方、季節性インフルエンザは直近の京都府全体での定点把

握で７．６７で新型コロナウイルス感染症の３．９４に対してほぼ倍の状況で、府内の地

域によっては新型コロナウイルス感染症よりもかなり数値が高いところも出てきています。

懸念された２つの感染症の同時流行というよりも、４年ぶりにインフルエンザが大流行す

るという懸念・心配が強まってきています。

ただ今回の新型コロナウイルス感染症の第９波の特徴として、感染の拡大が徐々に進む

のではなく一気に拡大してしまったということがありました。新型コロナウイルス感染症

に限らず季節性インフルエンザの感染拡大の状況に対しても、やはりマスクの積極的な着

用を呼びかける、場合によっては教育活動に制限をかけるなど、状況に応じた感染予防の

手立てが必要になる、園・学校おける校園長の適切な状況判断が必要になると感じていま

す。

続いて学校教育、園・小中学校の状況ですが、先週の校園長会議では、今、話しました

２つの感染症に対する適切な判断を指示するとともに、年度後半になり前半の総括を踏ま

えて、残された課題を克服するために、このことを教職員一人一人が認識できる、そして

全員で課題認識を共有できるようにすることが組織の長として大切であると訓示しました。

また、中学校における進路指導の充実について、中学３年生の志願の状況を見ますと、

早期に自分の力を判断または見切ってしまっているのではないか感じている。大切なのは

公立高校の前期選抜を受けるのであっても、中期選抜の５科目をしっかりと勉強しておく

ことが、高校での学力の伸びにつながることは言うまでもないこと、引き続きの丁寧な指

導をお願いしたところです。

この間、そして１１月にかけての園・学校における主な諸行事はレジュメにあるとおり

です。１０月１４日に開催されました小学校・中学校の駅伝競走大会の結果は別紙のとお

りでございますが、小学校においては、岩滝小学校の総合１位、加悦小学校の総合２位を

はじめとして町内の各小学校の頑張りは傑出したものであったと思います。同様に中学校

においても、橋立中学校の男子１位、女子２位そして加悦中学校の男子２位、江陽中学校

の女子１位など、町内の中学生も大変頑張ってくれたことを紹介させていただきます。な
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お、中学校は６位までが京都府大会に出場いたします。

また、先日の２１日、２２日には与謝地方の中学校の新人総合体育大会が開催され、コ

ロナ禍という苦しい中を頑張った３年生に続く形で、２年生と１年生による新チームも頑

張ってくれました。あいにく土曜日は雨模様で野球とソフトテニスは翌日に順延となりま

した。野球、サッカーやバレーでは合同チームが結成されたり、団体競技では１、２年生

でのチーム編成になるとぎりぎりの人数または人数が足らないという厳しい状況もござい

ました。

この他、園・学校で予定されていた校外学習、職場体験、校内マラソン大会や年齢別の

運動会などを実施していただいております。本当にありがたいことに子どもたちにとって

は、充実した学びの「秋」となっています。

また、この間、スポーツの秋とともに芸術・文化の秋として、４年ぶりに小中学校の音

楽フェスティバルが通常の形で１１月８日に開催されますが、それぞれの園・学校で様々

な行事に取り組んでいただいております。私自身、各中学校の文化祭、特に合唱コンクー

ルを見せていただきました。３年生の素晴らしい合唱を下級生が見て、それを超えようと

努力することが年々続けられ、質が高められていく。文化というものはそうやって育って

いくものであることを改めて実感した次第です。

そして社会教育をめぐる状況ですが、レジュメにあるような多くの行事が開催または予

定されています。感染予防に留意しながらという前提はあるものの、コロナ禍前と同様の

行事・取組がなされています。

とりわけ本年は京都府全体という大きな行事・取組である京都府ＰＴＡ研究大会と京都

女性の健康フェスティバルが本町の担当で開催されます。また、１１月上旬から始まる各

地区の文化祭も昨年に増して４年ぶりに開催される地区も多く、芸術・文化の秋に彩を加

えていただきます。

次に本日午前にもお世話になった園・学校訪問ですが、１１日の石川小学校をはじめと

して、まだまだ２か月間にわたる長丁場の前半戦ですが、お忙しい中をお世話になり恐縮

いたしております。委員の皆様より忌憚のないご意見をいただき、校園長の先生方だけで

なく教職員が住民目線、地域目線で学校を見つめる、または見つめ直す機会ではないかと

考えています。引き続きよろしくお願いいたします。

最後、その他になりますが、本日は文化財に係る審議、そして継続審議中の学校等の適

正規模適正配置についての意見交換などをお世話にしていただければと考えています。こ

の後の時間、よろしくお願いいたします。

質問・補足等はございますか。

［長島教育長］

次に、日程第４、「審議事項」に入らせていただきます。

議案第１４号「与謝野町文化財の指定等について」、を議題とします。

［長島教育長］

提案理由等について 加藤社会教育課主幹が説明いたします。

（加藤社会教育課主幹から資料に基づき説明）
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［長島教育長］

何か、ご質問等ございますか。

［長島教育長］

それでは、議案第１４号「与謝野町文化財の指定等について」、提案の通り承認される

方は挙手をお願いをします。

［長島教育長］

挙手全員であります。よって議案第１４号「与謝野町文化財の指定等について」、提案

の通り承認されました。

［長島教育長］

次に、日程第５、「その他」に入らせていただきます。

初めに、学校等の適正規模適正配置に関する基本方針について、吉田学校教育課長補佐

が報告をいたします。

（「学校等の適正規模適正配置に関する基本方針について」協議）

［長島教育長］

他に事務局からありましたら、お願いいたします。

［小谷社会教育課長］

今日の議題にありました文化財の件で、現物を見ていただく準備をしていたのですが、

物自体が非常に大きく、今日の場所が岩滝のため断念いたしました。しかし、教育委員の

皆様には是非、見ていただきたい思いがありますので、これから指定します日程が合えば、

見ていただく機会を作らせていただきてたいです。

（小谷社会教育課長、日程調整）

［長島教育長］

他、事務局からはどうでしょうか。

［中上教育次長］

次回、教育委員会議の日程調整を１１月末予定でさせていただきたいです。

（次回教育委員会議の日程調整）

［中上教育次長］

次回の教育委員会議については、１１月２８日（火）となります。午後１時３０分から

お世話になりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。
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［長島教育長］

以上で本日の会議を閉会いたします。お疲れ様でした。

午後３時４５分 終了

教育長

委 員

委 員

書 記



教 育 委 員 会 日 程

日 時：令和５年１０月２６日（木）

午後１時３０分～

場 所：本庁舎３階第２会議室

日程第１ 会議録署名委員の指名

岡田委員 樋口委員

日程第２ 確認事項

会議録の確認

日程第３ 教育長の報告

日程第４ 審議事項

議案第１４号 与謝野町文化財の指定等について

日程第５ その他

◇学校等の適正規模適正配置に関する基本方針について

◇今後の予定について



議案第１４号

与謝野町文化財の指定等について

与謝野町文化財の指定等を承認する。

令和５年１０月２６日提出

与謝野町教育委員会

教育長 長島 雅彦

記

・名称： 雲龍図綴錦（後野区宮本町芸屋台「愛宕山」見送幕）

数量：１枚

規模：縦 165.5cm×横 115.5cm（本紙内寸）
区分：指定

類型：有形文化財＞美術工芸品＞工芸品

年代：文政８年（1825）製作
評価：本物件は、江戸後期の文化爛熟期である文

政年間に我が国で製作された綴織の幕と

想定され、染織史上の高い価値を有する

ものである。また、当地域の氏神祭りにお

ける芸屋台の展開を示し、民俗芸能史上

の高い価値を有するものである。

・名称：三仙人図綴錦（金屋区芸屋台見送幕）

数量：１枚

規模：縦 166.5cm×横 111.2cm（本紙内寸）
区分：指定

類型：有形文化財＞美術工芸品＞工芸品

年代：寛政２年（1790）製作
評価：本物件は、寛政年間（寛政２年（1790））

の早くに特異といえる西洋の綴織技法ゴ

ブラン織を倣った綴織製作が既に行われ

ていたことを示すものとして、染織史上の

高い価値を有するものである。また、当地



域の氏神祭りにおける芸屋台の展開を示し、民俗芸能史上の高い

価値を有するものである。

・名称：黄地蜀江襷に丸唐花文様繻珍錦（三河内区奥地町内会山屋台「倭

文山」水幕）

数量：１枚

規模：縦：68.8cm×横：965.0cm
区分：指定

類型：有形文化財＞美術工芸品＞工芸品

年代：清朝の 17世紀後半～18世紀中頃
の製作

評価：本物件は、織物全面に相当な変褪色が見られるものの、縫い込ま

れている部分には中国織物特有の様式と鮮やかな色調を見るこ

とができ、中国製の希少な二重緞子織物であり、染織史上の高

い価値を有するものである。また、当地域の氏神祭りにおける

山屋台の展開を示し、民俗芸能史上の高い価値を有するもので

ある。

提案理由

令和５年８月２９日付けで与謝野町文化財保護委員会に諮問した件につ

いて、令和５年１０月４日付けで答申を受けたことにかかる指定等を行う

ものである。


